
（201１年度版インフルエンザ予防接種ガイドラインより抜粋） 

インフルエンザ予防接種について 

＜インフルエンザとは＞ 

   インフルエンザは、急性呼吸性感染症で、発熱、悪感、頭痛、筋肉痛などの全身症状が突然現れます。潜伏

期間は、24～72 時間です。呼吸器症状は遅れて出現することが多く、鼻閉、咽頭痛、咳などです。 

   罹患率が高く、高齢者や慢性疾患患者の場合、肺炎などを合併し、重症化しやすくなったりするので、注意

が必要です。 

＜予防接種を受ける前に＞ 

 必要性や副反応についてよく理解しましょう。気にかかることや分からないことがあれば、受ける前に担当

の医師や市の健康増進課にお尋ねください。  
（１）予防接種を受けることができない人 

① 明らかに発熱（体温が 37.5℃以上）がある人 

② 重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな人 

③ インフルエンザ予防接種液に含まれる成分によって、アナフィラキシーを起こしたことがあることが明

らかな人。「アナフィラキシー」というのは通常接種約 30 分以内に起こるひどい全身性アレルギー反応

のことです。 

④ インフルエンザの予防接種で、2 日以内に発熱のみられた者及び全身性発疹等のアレルギーを疑う異常

がみられた人 

⑤ その他、医師が不適当な状態と判断した場合 

 （２）予防接種を受けるに際し、担当医師とよく相談しなくてはならない人 

① 心臓病、じん臓又は呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極度に制限される程度の障害がある状態の

方 

② ヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する方 

＜予防接種を受けた後の一般的注意事項＞ 

① 予防接種を受けた後 30 分間は、急な副反応が起こることがあります。医師(医療機関)とすぐに連絡を

取れるようにしておきましょう。 

② インフルエンザワクチンの副反応の多くは 24 時間以内に出現しますので、特にこの間は体調に注意し

ましょう。 

③ 入浴は差し支えありませんが、注射した部位を強くこすらないでください。 

④ 接種当日はいつも通りの生活をしてもかまいませんが、激しい運動や大量の飲酒は避けましょう。 

＜インフルエンザ予防接種の副反応＞ 

   重大な副反応として、ショック、アナフィラキシー様症状（じんましん、呼吸困難等）があらわれることが 

あり、そのほとんどは接種後３０分以内に生じます。その他、ギランバレー症候群、けいれん、急性散在性脳 

脊髄炎、肝機能障害、黄疸、喘息発作があらわれる等の報告があります。 

 その他の副反応として、まれに接種直後から数日中に、発疹、じんましん、紅斑、かゆみ等があらわれるこ 

とがあります。また、予防接種の注射の跡が、赤みを帯びたり、はれたり、痛んだりすること、また、僅かな 

がら熱が出たり、寒気がしたり、頭痛、全身のだるさなどがみられることもありますが、通常 2～3 日のうち 

に治ります。 

予防接種を受けた後、接種した部位が痛みや熱をもってひどくはれたり、全身のじんましん、繰り返す嘔吐、 

顔色の悪さ、低血圧、高熱などが現れたら、医師の診療を受けてください。そのほか、分からないことがある 

時は下記へお問い合わせください。 

＜予防接種健康被害救済制度について＞ 

インフルエンザの予防接種による健康被害者からの健康被害救済に関する請求について、該当予防接種と因 
果関係がある旨を厚生労働大臣が認定した場合、市町村長が健康被害に対する給付を行なうものです。問診票 
の住所の記載に間違いがあれば、健康被害救済制度を受けることができない場合があります。詳しくは下記へ 
お問合せください。 

 
あいぱーく光 健康増進課 電話 0833-74-3007


